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サーキュラーエコノミーとは？
　サーキュラーエコノミーとは、日本語で「循環経済」を意味し
ます。大量生産・大量消費・大量廃棄が一方向に進むリニアエコ
ノミー(線型経済)に代わって、新たな経済の仕組みとして世界
的に注目されています。あらゆる段階で資源の効率的・循環的

地球温暖化の遠因 「リニアエコノミー」

「サーキュラーエコノミー」 の三原則

「サーキュラーエコノミー」 が注目される理由と今後

な利用を図りつつ、付加価値の最大化を目指す社会経済システ
ムを意味し、経済の仕組みを変える政策として、特にヨーロッ
パを中心に推進されており、ビジネス界もサーキュラーエコノ
ミーを意識した活動に変化していこうとしています。

　サーキュラーエコノミーが注目されるのは、１つ目に海
洋プラスティックごみなどによる海洋汚染や気候変動な
どの環境問題に対する危機意識が高まり、「廃棄物削減、温
室効果ガス対策として、製品やサービスのあり方を変える
必要がある」という考え方が広まってきていることです。
　2つ目は、資源の枯渇により製品を作る際の原材料が減
少する恐れが強まっていることです。「このままではビジ
ネスが立ちいかなくなる可能性がある」と気づいた企業を
中心に、資源が循環する形のビジネスモデルを追及する動
きが出てきているのです。

　世界へ広まりを見せているサーキュラーエコノミーで
すが、日本でも経済産業省や環境省、内閣府が中心になっ
て様々な取組みを始めています。国の計画ではEUと同じく
2030年頃には関連市場規模80兆円を目指しています。日本
は災害が多いことや、世界の経済情勢などでこの目標がど
こまで達成できるかわかりませんが、企業は、「サーキュ
ラーエコノミー」の視点から製品やサービスを事業に取り
入れることを、今後は検討しなければならなくなってきて
います。

　今年も当たり前の様に35度を超える猛暑(いや酷暑)で、関西
では41.2度を記録して日本一とニュースを賑わしておりまし
た(すぐに群馬県に抜かれたようですが)。 かと思うとゲリラ豪
雨や台風で甚大な被害。なのに冬は大雪という有様。もはや春
夏秋冬の四季ではなく、夏夏夏冬の二季と言っても過言ではあ
りません。
　この一因と言われているのが、地球温暖化(最近は沸騰化と
も言うらしい)であり、更にその遠因の一つが左記のリニアエ
コノミーだと言われています。リニアエコノミーは、「線型経
済」を意味し、資源の採掘に始まり、大量生産を経て、最後には
大量に廃棄するという、一方通行的な経済活動のことです。地
球温暖化対策に関しては、今後の環境ISOの改訂でも、企業に求
められる要件として盛り込まれる可能性があるようです。

　サーキュラーエコノミーは、人間活動に起因する地球規模の課題(気候
変動や環境汚染など)を解決するために、人間社会のベースとなるシステ
ムです。と言ってもなかなか実感のないお話なのですが、私たちの身の回
りの話に置き換えますとモノやサービスの生産・消費・廃棄の際の環境負
荷を事前に考慮・設計することが求められてきます。
　また新しい資源の利用を抑え、地球上の資源を循環させる設計が前提
となってきます。　要はこれからの製品・サービスはその設計段階から
「廃棄や汚染を出さない」ということがポイントとなってきます。
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リニアエコノミーとサーキュラーエコノミーの違い


